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建
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建
設
経
済
常
任
委
員
会

委
員
長　

中
川
庄
一

平
成
28
年
度
南
相
馬
市
一
般
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て

質　

疑　

６
次
産
業
化
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
活
動
交
付
金
事
業
に
つ

い
て
。
市
内
の
農
林
水
産
物
等

を
活
用
し
た
６
次
産
業
化
及
び

地
産
地
消
を
推
進
す
る
た
め
、

協
議
会
を
立
ち
上
げ
る
が
、
名

称
に
６
次
産
業
化
と
あ
わ
せ

て
、
地
産
地
消
を
掲
げ
て
い
る

意
図
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　　
消
費
の
拡
大
を
図
る

う
え
で
販
路
の
拡
大
も
重
要
だ

が
、
流
通
業
者
か
ら
は
地
元
で

消
費
さ
れ
な
い
と
外
に
売
り
出

す
の
に
説
得
力
が
な
い
と
い
う

こ
と
も
聞
き
及
ん
で
い
る
。
協

議
会
の
中
で
、
地
産
地
消
の
推

進
に
つ
い
て
も
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
た
め
、
同
時
に
掲
げ

て
い
る
。
協
議
会
の
構
成
は
、

食
品
事
業
者
や
商
工
業
関
係

者
、
ふ
く
し
ま
未
来
農
業
協
同

組
合
な
ど
、
消
費
者
に
向
け
て

の
事
業
を
行
っ
て
い
る
団
体
を

選
ん
で
い
く
。

質　

疑　

海
岸
防
災
林
関
連
事

業
に
つ
い
て
。
潮
害
、
飛
砂
及

び
風
害
の
防
備
等
の
災
害
防
止

機
能
を
高
め
る
た
め
の
高
盛
土

造
成
工
事
に
あ
た
り
、
高
盛
土

造
成
用
土
の
保
管
場
所
の
必
要

性
と
、
場
所
を
村
上
地
区
に
選

定
し
た
理
由
を
伺
う
。

答　

弁　

高
盛
土
造
成
に
あ

た
っ
て
は
、
用
地
買
収
が
終

わ
っ
た
場
所
に
、
直
接
造
成
用

土
を
搬
入
す
る
計
画
で
あ
る
。

真
野
地
区
は
、
太
陽
光
発
電
事

業
者
が
所
有
す
る
12
万
㎥
の
用

土
を
仮
置
き
し
て
い
る
土
地
が

あ
る
。
そ
こ
を
明
け
渡
す
た
め

に
、
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
整
備

が
必
要
に
な
る
。
村
上
地
区
の

選
定
理
由
は
、
沿
岸
部
で
は
小

高
区
の
中
心
部
に
位
置
し
、
防

災
集
団
移
転
で
買
収
し
た
土
地

が
ま
と
ま
っ
て
い
る
た
め
で
あ

る
。

　

審
査
の
結
果
、原
案
通
り
可
決
。

南
相
馬
市
工
場
用
地
等
整
備
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

質　

疑　

下
太
田
工
業
団
地
に

つ
い
て
。
今
回
造
成
を
す
る
1.7

　

と
１
ha
の
区
画
と
隣
接
し

て
、
第
一
期
工
事
で
造
成
し
た

２
区
画
が
あ
る
が
、
供
用
時
期

を
伺
う
。

答　

弁　

第
一
期
工
事
の
２
区

画
は
、
道
路
か
ら
高
い
土
地
の

た
め
、
道
路
と
同
じ
高
さ
に
な

る
よ
う
土
を
採
っ
て
い
る
。
工

事
は
完
了
し
て
お
り
、
企
業
か

ら
の
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
も

交
渉
で
き
る
状
態
で
あ
る
。

質　

疑　

工
場
用
地
造
成
事
業

費
に
係
る
一
般
会
計
へ
の
償
還

見
込
み
額
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

今
回
の
㈱
井
部
製
作

所
へ
の
売
却
が
決
定
す
る
こ
と

で
、
一
般
会
計
か
ら
の
借
入
残

高
が
１
億
４
千
万
円
に
な
る
。

ま
た
1.9　

の
土
地
に
つ
い
て
は
、

売
却
が
決
ま
れ
ば
１
億
７
千
万

円
ほ
ど
に
な
る
見
込
み
で
、
未

償
還
額
は
完
済
と
な
る
。
残
り

に
つ
い
て
は
、
金
融
機
関
か
ら

の
起
債
を
返
還
し
て
い
く
。

　

審
査
の
結
果
、原
案
通
り
可
決
。

訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

質　

疑　

案
件
に
つ
い
て
は
、

平
成
17
年
頃
か
ら
続
い
て
い
る

が
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
や
今
回

訴
訟
を
起
こ
す
に
至
っ
た
経
緯

に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

境
界
杭
を
打
っ
た
場

所
が
市
の
所
有
で
あ
る
と
い
う

市
の
主
張
と
、
公
図
上
は
自
分

の
所
有
で
あ
る
と
主
張
す
る
被

告
と
の
間
で
10
年
以
上
協
議
し

て
き
た
が
、
互
い
の
主
張
が
平

行
線
。

　

市
の
財
産
と
し
て
管
理
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
土
地
で
あ

り
、
境
界
を
確
定
さ
せ
市
の
所

有
権
を
認
め
て
も
ら
う
た
め

に
、
訴
訟
を
起
こ
す
こ
と
と

な
っ
た
。

　

審
査
の
結
果
、原
案
通
り
可
決
。

財
産
の
処
分
に
つ
い
て

質　

疑　

今
回
の
企
業
誘
致
に

つ
い
て
、
今
後
の
事
業
展
開
や

地
域
の
雇
用
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

㈱
井
部
製
作
所
は
、

千
葉
県
山
武
市
に
工
場
を
持

ち
、
南
相
馬
工
場
に
つ
い
て
は

当
初
11
名
で
操
業
す
る
。
千
葉

工
場
よ
り
５
人
、
市
内
雇
用
は

６
人
を
予
定
し
て
い
る
。
当
該

会
社
は
、
航
空
・
宇
宙
産
業
も

手
掛
け
る
技
術
力
を
持
っ
て
お

り
、
南
相
馬
工
場
に
お
い
て
も

国
際
認
証
を
取
得
し
、
事
業
展

開
を
進
め
て
頂
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

審
査
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
。

財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

質　

疑　

施
設
を
使
用
し
て
い

た
他
の
団
体
や
、
地
元
行
政
区

よ
り
、
使
用
の
申
し
出
は
な

か
っ
た
の
か
。「
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
ぴ
あ
」
へ
の
譲
渡
の
経

緯
を
伺
う
。

答　

弁　

市
の
建
物
を
譲
渡
す

る
場
合
、
優
先
順
位
が
あ
り
、

賃
貸
の
土
地
で
あ
る
こ
と
か
ら

１
番
が
土
地
の
所
有
者
、
２
番

目
が
地
元
行
政
区
と
な
る
。
２

者
で
な
け
れ
ば
公
募
に
な
る
。

　

今
回
２
者
と
も
、
活
用
し
な

い
と
の
こ
と
か
ら
、
土
地
所
有

者
の
意
向
も
あ
り
、
現
在
使
用

し
て
い
る
団
体
「
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
ぴ
あ
」
へ
の
譲
渡
の
手

続
き
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

審
査
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
。

常
任
委
員
会
審
査

ha

ha

無償譲渡される鹿島区ことぶき荘
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東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害
復
旧
復
興
調
査
特
別
委
員
会
報
告

東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害

東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害

復
旧
復
興
調
査
特
別
委
員
会

復
旧
復
興
調
査
特
別
委
員
会

委
員
長　

水
井
清
光

道
路
整
備
に
関
す
る
要
望
書

提
出
に
つ
い
て

　

６
月
23
日
、
特
別
委
員
会
を

開
催
し
、
県
道
12
号
原
町
川
俣

線
お
よ
び
県
道
34
号
相
馬
浪
江

線
が
除
染
作
業
で
発
生
し
た
除

去
土
壌
等
の
中
間
貯
蔵
施
設
へ

の
輸
送
ル
ー
ト
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
交
差
点
や
急
カ
ー

ブ
等
の
道
路
改
良
に
つ
い
て
具

体
的
に
要
望
す
る
た
め
、
各
委

員
に
調
査
個
所
を
割
り
振
り

し
、
24
・
25
日
の
２
日
間
、
早

朝
の
道
路
状
況
に
つ
い
て
、
市

内
を
は
じ
め
飯
舘
村
・
川
俣
町

へ
赴
き
、
委
員
全
員
に
よ
る
現

地
調
査
を
行
っ
た
。

　

こ
の
調
査
結
果
を
ま
と
め
た

資
料
を
添
付
し
、
国
土
交
通
大

臣
、
福
島
県
知
事
等
関
係
機
関

に
対
し
「
道
路
整
備
に
関
す
る

要
望
書
」
を
提
出
す
る
。　

　

要
望
書
の
内
容
に
つ
い
て
は

次
の
通
り
。

①
県
道
12
号
原
町
川
俣
線
お
よ

び
県
道
34
号
相
馬
浪
江
線
の

道
路
改
良
。

②
都
市
計
画
道
路
下
高
平
北
長

野
線（
イ
ン
タ
ー
ア
ク
セ
ス

道
路
）の
早
期
整
備
。

③
常
磐
自
動
車
道
に
つ
い
て
、

い
わ
き
中
央
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
以
北
の
全
線
４
車
線
化

と
、
国
費
に
よ
る
小
高
区
内

の
復
興
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

設
置
。

　

あ
わ
せ
て
、
こ
れ
ら
の
実
現

が
な
さ
れ
な
い
場
合
、
交
通
渋

滞
や
事
故
が
一
層
増
加
す
る
懸

念
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
間
貯

蔵
施
設
へ
の
搬
出
ル
ー
ト
の
変

更
を
求
め
る
。

道
路
整
備
に
関
す
る
意
見
書

提
出
に
つ
い
て

　

６
月
29
日
、
６
月
定
例
会
最

終
日
に
委
員
会
提
出
議
案
と
し

て
「
道
路
整
備
に
関
す
る
意
見

書
（
案
）」
を
提
出
し
、
全
会

一
致
で
可
決
し
た
。
意
見
書
の

送
付
先
は
、
内
閣
総
理
大
臣
、

国
土
交
通
大
臣
、
環
境
大
臣
、

復
興
大
臣
、
福
島
県
知
事
。
意

見
書
の
内
容
は
以
下
の
通
り
。

①
県
道
12
号
原
町
川
俣
線
お
よ

び
県
道
34
号
相
馬
浪
江
線
に

つ
い
て
、
通
過
交
通
量
の
増

加
に
よ
っ
て
渋
滞
が
慢
性
化

し
交
通
事
故
も
増
加
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
除
染
作
業
で

発
生
し
た
除
去
土
壌
等
の
中

間
貯
蔵
施
設
へ
の
輸
送
が
予

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

交
差
点
や
急
カ
ー
ブ
に
つ
い

て
早
急
に
十
分
な
道
路
改
良

を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
地
域

高
規
格
道
路
と
し
て
整
備
し

て
い
く
こ
と
。

②
都
市
計
画
道
路
下
高
平
北

長
野
線
（
イ
ン
タ
ー
ア
ク
セ

ス
道
路
）
に
つ
い
て
、
常
磐

自
動
車
道
と
国
道
６
号
の
ア

ク
セ
ス
の
た
め
に
、
市
街
地

の
道
路
が
慢
性
的
に
渋
滞
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
早

期
整
備
を
図
る
こ
と
。

③
常
磐
自
動
車
道
に
つ
い
て
、

い
わ
き
中
央
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
以
北
の
全
線
４
車
線
化

を
図
る
と
と
も
に
、
常
磐
自

動
車
道
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
を

向
上
さ
せ
、
避
難
住
民
の
帰

還
促
進
や
企
業
誘
致
と
い
っ

た
復
旧
・
復
興
の
加
速
化
に

資
す
る
た
め
、
国
費
に
よ
り

小
高
区
内
に
復
興
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
を
設
置
す
る
こ
と
。

　

あ
わ
せ
て
、
こ
れ
ら
の
実
現

が
な
さ
れ
な
い
場
合
、
交
通
渋

滞
や
事
故
が
一
層
増
加
す
る
懸

念
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
間
貯

蔵
施
設
へ
の
搬
出
ル
ー
ト
の
変

更
を
求
め
て
い
る
。

原町川俣線（飯舘村臼石）

要望書の内容（その１）

相馬浪江線（原町区信田沢）

要望書の内容（その２）


